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1年 2年 3年 4年 5年 6年 中1 中2 中3
外国語活動 外国語活動 外国符活動 外国語活動 外国語活動 外国語活動
平成 25 基礎 基礎 基礎 基礎
月 1回 月 1回 月 1回 月 1巨l 週 1回 週 1回
外国語活動 外国語活動 外国語活動 外国語活1動 外国語活動 外国語活動
基礎 基礎
月 1回 月 1回 逓 1回 週 1巨l 週 1回 週 1回
平成 26
外国語活動 外国語活動 外国語活動 外国語活「 外国語活動 外国語活動
基礎 基礎
月 1回 月 1回 週 1回 週 1回I~ 週 1回 週 1回平成 27
(追跡調査)
外国語活動 外国語活動 外国語活動 外国語活動 英悟科 英語科 新英語
基礎 基礎
月 1回 月 1回 週 1回 週 1巨l 週 2回 週 2回
平成 28
外国語活動 外国語活動 外国語活動 外国語活動 英語科 英商科 新英語 新英語
基礎 基礎








表 2 各学年の指導時間・指導形態・学習場所(平成 27年度)
学年 時間数 指導形態 場所
第 1・2学年 月 1時間 英語専科教員と 各教室での一斉授業
(年間 12時間) .JETのTT
第 3・4学年 週 1時間 英語専科教員と 特別教室(英語教室)での
(年間 35時間) .JETのTT 一斉授業
第 5・6学年 週 1時間 英語専科教員と 特別教室(英語教室)での












































































































































アルファベッ トカードを用い 26文字の並び方(図 2) 
や，大文字小文字のマッチングなど，実際にカー ドを動
かし， 一人一人が少 しずつ文字に慣れる ことができるよ






動へと移る。そこでは，絵カー ドとアルファベッ ト(図 3)をカルタのように したり ，
神経衰弱のように したり して，遊びながら慣れ親しむことができるように した。
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確保しているが，週 1時間 しか授業がないため忘れて しまう児童もいる。 しか
し，この教具を子ども同土が英語を用いてかかわ り合う場面に置いておく と，
自分で英語表現を確かめて 口にすることができ ，豊かなかかわ り合いを生むこ
とにつながった。
図 7 授業の板書例(左)と会話の流れを絵と文字で示した教具






活動に リアリティが生まれ，関心・ 意欲を高める こと
ができるよう留意 して単元を創っている。
この写真 (図8)は，対象学年 4年生(本年度)













活動を設定する ことで，活動に リアリティが生まれ，関心・ 意欲を高める ことができ
る。また，活動の中に，英語を書くという活動を積極的に取り入れている。その際，
大切なのは児童が相手に伝えたいという 思いをもっているかどうかである。書かされ
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図 12 Picture Dictionaryをかく様子
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4.今後の研究計画
本研究での 2年間の実践における成果と して，以下の 2点がある。
1 3・4年生での外国語活動をベースと した英語教育カ リキュラムの作成




高学年でのカ リキュラム開発と して，本年度(平成 27年度)秋から，市販のテキ
ス トを用いて，読むことへのアプローチをスタート している。
②中学校との連携
今年の 3月に本校を卒業 した現在の中学校 1年生の追跡調査を行っている。また，
来年度に附属小学校 ・附属中学校の両方に勤務する教員を配置する予定である。
③評価の方法を検討
これからは評価の方法を考えてし、かなければならない。現在，本校の実態にあった
Can-doリストを作成している。また，中学校の前倒しではなく ，長期的視野に立った
児童一人一人の成長を測る ことができる評価の方法を大学と連携し，研究開発してい
くことと している。
研究 2年間での成果をふまえ，最終年次は高学年での英語教育をどのように展開 し
ていくのかを考えていく必要がある。実践と評価が関連付けされたカ リキュラムを開
発するため，今後は大学との共同研究体制をより 一層深め，理論に伴った評価の方法
や評価の観点を作るように してし、く。また，小学校で、の英語教育と 中学校での英語教
育のスムーズな連携を図るために，両校をつなぐ役割を担った教員を配置していく 予
定である。そして，研究最終年次の終わりには，I先駆的かっ持続可能な英語教育開発
カリキュラム研究」と して，今後の英語教育に沿ったカリ キュラムができるよう励ん
でいきたい。
? ?? ?
